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「メンデル家12人兄弟館の書」について（9）  
（第2巻第1部及び第2部）  
坂本信太郎  
は じ め に  
前稿（商学333号）において「メンデル家12人兄弟館の書」の第2巻第1部，  
40Y．までを終えた。本稿では引続いて，41．から80Y．までを取り上杭 紹  
介・解説を行う。尚，第2巻第1部は74▼．で終了し，75．から第2部に入る。  
本稿に関わる時期は16世紀彼半から17世紀初頭に亘っている。  
この時期に著しく日立つことは，先づ本稿の随所に見られるように，特殊的  
専門家が多数創り出されたことである（例えば，51．刃物柄作り，51Y．実用的  
錠前作り，53．飾り鍔作り，56v．撃鉄作り‥‥‥）。産業の発展がいよいよ各業  
種の分業体制を強化し，細分化させた結果である。   
次には，分業細分化の当然の結果として1個の製品を完成させる為めには，  
あちらこちらと分散して生産されている多数の部品を，1箇所に取りまとめて  
きて，組みあげる「仕上げ師」と言うような新しいタイプの専門家を必要とす  
る（例えば，69．刀剣仕上げ師）。やがて従来の手工業体制に大きな変革をもた  
らすことになる，このような専門家が出現し始めたことである。   
第3には，職人達の経済状態が良くなって釆たことである。勿論商人達に比  
すべくもないが。産業の発達ほ自づとそれなりに高収入をもたらした。このこ  
とは，ラフ飾りを付けたり，流行の帽子を被ったり，彼等の服装が急に良くな  
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ってきていることから察することが出来よう。  
1．「12人兄弟館の書」  
41．靴屋  Fig．38 
Cristof Schmittは靴作りの親方（マイスター）である。1582年4月19日，  
79歳の時来所。1583年5月21日死去する。当館にほ1年1ヶ月と2日間の在籍  
であった。423番目の兄弟である。   
豪華な蝶番い金具と錠前金具のついたがっしりした扉のある仕事部屋。その  
板壁には沢山の，そして種々な型の靴木型が差し掛けてある。部屋にほ Scb－  
mitt親方と1人の助手の職人が屠る。職人はラフ飾り＊のついた下着の上に  
しゃれた短袖の上着を着込んでいる。上着にはスラッシュがほどこされていて  
小粋である。助手ほ今，前掛でおおった睦の上で靴の隆の部分を縫っている。  
Fig．38 靴 屋  
（Amb・317b・20，BdIト1，41StadtbiblicthckNbg．）  
1る2   
「メンデル家12人兄弟鯖の書」について（9）  163  
彼の右手の掌の部分には手甲（小さい座ぶとん様なもの）がかけてあり，その  
紐が手に巻いてあるのが見える。手甲は針尻を押す時，或いは縫糸を引っ張る  
時事を傷つけない様に保護する為のものである。   
親方は出来上った靴の工合を見ている。半円形に開かれている窓の戸板を外  
側に押し倒して煉列台兼作業台にしている。台上にほ出来上った靴，ガリオン，  
かものはし型靴が，半月包丁，キリ，鎌型ナイフと一緒に見られる。   
窓の外縁ほ特別に刻んだ石で飾ってあり，その頂点に口を開いて赤い看を出  
している熊の首がかかげてある。これは店の看板であろうか？ ひぐま堂靴店  
とでも言うのか。  
＊ ラフ飾り；首の周囲を亭輪形にとりまいた襲衿である。素材は麻，薄亜麻布，  
紗で，形くづれを防ぐ為めに糊づけで固めてある。16世紀に男女を問わずに流行  
し，1580年代には全盛となる。その外形から「水車の石日」とあだなされた。  
41v．石工   
石工のEngelhardZwingellは1577年4月11日，68歳の時入所。そして1583  
年5月28日に死去。当館には6年1ヶ月と17日間在所した。424番目の兄弟で  
ある。  
ラシャの帽子を被り，つるはしを持って野外の建築現場で石材を仕上げてい  
る。その石材の傍には直角定木，木槌，タガネが置かれている。   
背景の建築物の屋上よりクレーンが延びていて石材が吊り上げられつつあ  
る。  
42．仕立慶   
仕立星の Friedrich Kochは1575年9月7日入所。そして年とともに次第  
に衰弱を加え，70歳になった1583年9月9日に死去した。当館には8年と2日  
間の在籍であった。425番目の兄弟である。   
彼ほⅩ字形の脚の大きな断ち台で生地を裁断している。板壁には仕立てあが  
ったブルーの長いスカートが洋服掛けに下げてある。腰廻りと裾の部分・は，ブ  
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ルーと対照的な赤い色の布で仕立られていて空色やかな出来である。   
奥の小部屋では助手の職人が椅子にかけて熱心に針を運んでいる。その前に  
は糸玉や針，鋏など必要な用具を載せた小さな丸い卓子が置かれている。助手  
の頭上に張ってあるひもにほ縫い上った色とりどりの上着がかけてある。どち  
らの部屋にも十字枠の入った窓があり，何れもその3面にはプッチェンガラス  
或いは菱形の組み合せガラスが入って屠り，残りの一面は外気を入れるために  
開け放してある。   
42▼．製粉所使用人  Fig．39   
Lienhartt Stainbachは領主所有の製粉所の使用人であった。製粉所に蓄  
えられている穀物を蒸れない様にひっくり返すのが仕事であった。同時に道具  
小屋の番人も兼ねていた。彼は1578年5月12日に入所。1584年3月1日に死去  
した。5年9ヶ月と18日間の在所である。426番目の兄弟。  
yig．39 製粉所使用人  
（Amb．317b．20，BdIト1，42Y）  
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ガランと広がった製粉所の階上の床に積み上げられている穀物を大きな木製  
のシャ ベルで一所懸命にひっくり返している。部屋の石積み壁には2袋の粉袋  
が立てかけてある。亦鉄の枠を鋲止めした大きなたらいと木製シャベルが並ん  
でいる。劫一杯にふくらんでいる袋を狙って大きなねずみが2匹ちょろちょろ  
しているのが見える。階段を下りてゆくと恐らく水車白の境械場に至るのだろ   
う。   
彼は縁無しの深いフェルト帽子を被っている。そして足にほ布製のゲートル  
を着相している。   
43．フステイアン織エ  ーig．40   
フステイアン織工のThomas Hoianttは1577年1月3日入所。1584年2月  
頃から非常に病弱になり，同年同月の17日に入院した。そして1584年3月18日  
に死去。館にほ6年8ヶ月と14日間の在籍であった。427番目の兄弟。   
Fig．40 フステイアン織エ  
（Amb．317b．20，BdIト1，43）  
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床がタイル張りの石積みの仕事部屋に，太い木材の枠でガッシリと組み上げ  
た織機が置いてある。そして男巻き棒（経糸を巻いてある棒，Kettbaum）及  
び織布巻き棒（Warenbaum）（Bd．Ⅰ，Fig．138，商学313号，P・222参照）に  
は棒が逆転しないようにラチェット仕掛けがしてある。メンデル家本の第一巻  
に出てきた織機（Fig．11，4v．，商学302号，p．179；Fig．137，139，商学313  
号，p．221参照）ほいづれも枠のない極めて素朴なものであったのに対し，こ  
れは近代的な織機となっている。彼は毛皮の嫁取りのあるフェルト製キャップ  
を被って仕事をしている。締めているバンドには十字架が下がっている。  
〔註〕フステイアン織（Parchett，Barchent）は裏を毛羽立てた綿布 一種  
のあや織り綿布である。   
43Y．パン畳   
パン焼き職人のOtt Castnerは亦20年間に亘って製粉小屋の管理人を兼ね  
ていた。彼は1576年5月26日入所し，1585年1月12日に死去した。75歳の時で  
ある。館には8年7ヶ月と16日間在所した。428番目の兄弟である。   
煙出し通風孔のあるレンガ環の／くソ焼き炉から焼きたての大きなパン塊をシ  
ャベルで出している。炉の下の穴部にほ燃料の炭が蓄えられている。傍の籠に  
は焼きたてのパン塊が沢山入れてある。陳列窓にほ大きなパン塊や小さなパン，  
ねじりパン，8の字パン（Brezel）が並べてある。   
44．針金製造人   
針金製造人のFriderich Sailerほ市の夜警補助員を27年間に亘って奉仕し  
た。彼が当館に入所したのは1581年8月17日，69歳の時である。そして1585年  
3月14日に死去した。温和な兄弟であり，3年と7ヶ月に3日足りない期間在  
籍した。429番目の兄弟である。   
中世都市の市民生活は朝の鐘，市場の鐘，召集の鐘，夕の鐘などの鐘によっ  
て律せられていた。夕の鐘には，18時頃の市民生活行為の終了を告げる晩鐘と，  
20時或いは21時に鳴る市門の閉鎖と夜の始まりを告げる第2の鐘とがあった。  
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この第2の鐘とともに治安と風紀推持の為めの夜警が始まる。市の役人の警吏  
と共に夜警団に参加することは市民の義務で，市参事会の指揮の下，割り当て  
られた日に，鎧を身につけ武装してこの任に従った。泥棒，ならず老，売春婦  
などは夜警に出遭うと必死になって逃亡したり，亦は激しく抵抗した。夜警は  
笛を吹きならし，大声で喚声をあげながら追跡（叫喚追跡）することが義務づ  
けられていた。市民達はこの叫喚追跡を耳にしたならば，犯人逮捕に協力する  
義務があり，これを果さないと罰せられることがあった。   
タイル張りの仕事部星，窓傍の仕事台の両端に針金引き伸し巻取り器が据え  
られ，その中央にダイスが置かれている。亦，仕事台の中央部分の線には鉄板  
が張ってあり，ここを金床の代わりにして細工するのに使用。   
今彼ほ一度引いた針金を更に細いダイス穴に通して所定の太さにする為，ダ  
イスから外して，左側の引張り用円筒から右側の円筒に巻き戻している。亦ダ  
イス穴調整の為め，先端が鋼製のポンチを挿し込んでいる。ヤットコ，ハンマ  
ー，調整用ポンチがあちこちにおいてある。   
丸石を敷きつめた通りでは，はしご枠の荷台の馬車が配んできた薪を薪計量  
士が検量中である。計量枠に積み込まれた薪の傍で，鳥の毛で飾った枠な帽子  
を斜にかぶった若者が心配そうな顔をして計量士の手許を見詰めている。彼が  
薪を配んで釆たのである（Bd．Ⅰ，108vりFig．112，商学312号，p．113参照）。   
44v．鞄の口金作り   
鞄の口金，ガマロ作りのHans Wernerは1584年3月16日，70歳の時入所。  
そして1585年5月22日死去。当館には1年2ヶ月と6日間の在所であった。  
430番目の兄弟。   
石積壁，石敷の床の仕事部屋で立万力にガマロの金具をはさんでヤスリ作業  
をしている。開いている窓にほ出来上ったガマ口金臭が吊してある。壁に掛っ  
ている扉つきの立沢な戸棚には，ガマ口金具の完成品と，各種の大きさのヤス  
リとコンパスがきちんと掛けてある。彼が締めている鋲飾りのあるバンドにほ  
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財布鞄とナイフが吊ってある。   
45．鞄の口金作り   
鞄の口金作りのWolf Sibachほ1571年3月12日入所。52歳の時であった。  
そして1585年8月11日に死去。当館には14年と5ヶ月に1日不足の期間在所し  
た。431番目の兄弟である。彼は館の風紀委員を5年間に亘り務めた。   
45Y．大工兼井戸掘り親方  Fig．41   
大工兼井戸掘り親方の Hans Mathesほ1580年1月4日入所。80歳であっ  
た。そして1585年12月7日に死去。もう28日間在所すれば6年間の在籍になる  
管であった。   
野外の広場でウマ（台架der Au負agerbock）にくさびで固定した厚板を，  
長い柄の細身の斧を用いて溝穴を掘り出している。足許には大斧，枠に巻いた  
墨糸，つるべのついた容器が置いてある。   
Fig・41大工兼井戸替親方  
（Amb・217b・20，BdII－1，45v）  
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その後方には，石柱，赤星板をそなえた円形・右横の立派なつるべ井戸があ  
る。今滑車を吊るした3本脚のキャクツを設置し井戸替の最中である。滑車を  
通した綱に／ミケツを吊るし，その綱を騎乗している助手が鞭をあてて馬に引か  
せている。そして井戸の傍で指揮を執っている彼の姿が異時同図で措かれてい  
る。亦ニュルンベルク市特有の赤嫌がかった砂岩を積み上げて出来ている市璧  
と市門の塔も措かれている。そして市壁の内側に，万一の時警備兵が走り廻る  
為の屋根つき木造の歩廊が見える。防護壁の構造がよく分る。市門塔には，こ  
れ亦万一の時の備えである鋭い歯付きの落し格子が見られる。   
この図の様子は，ティアガルテン塔，デューラーハウスの前の広場の様子iこ  
よく一致している。（Johann Adam Delsenbach prospekt des Platzes am  
Tiergartentorim1725の銅版画参照）  
46．左官屋  Fig，42   
左官屋のHans Hayrほ1585年3月26日入所。75歳であった。非常に勤勉な  
人物であった。1586年2月27日死去。在所期間は1年に1ヶ月不足であった。   
433番目の兄弟である。   
赤屋根瓦 階段状破風を持ち，屋根裏部星のある3階建の豪華な館が建てら  
れつつある。一階の入口上部と窓にほ美しい鉄製の芸術作品の格子枠がほめ込  
まれている。これはニュルンベルク市の有力者が狩猟の際に使用する郊外の館  
なのである。今左官屋による仕上塗りが行われている。家の外壁に沿って足場  
がしっかりと組まれ，職人が歩み板に腰を下ろして作業している。職人の傍に  
は浅いしっくい桶が置かれてあり，職人はしっくい受けの円板を手にしてい  
る。屋根裏部屋の窓からは太い腕木が伸びていて，しっくいを引き上げる為め  
の滑車が吊り下げられている。その真下にはしっくいこねの箱が据えられてお  
り，水桶，こねくわも見える。敷地内の芝生の外は砂利まじりの道である。彼  
Hansは大斧を肩に，手には沢山のスパナを束にした環を持ち，忙がしそうに  
かけ廻っている。このスパナは足場を張ったり，撤去したりする時に用いるも  
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Fig．42 左官屋  
（Amb．317b．20，BdII－1，46）   
ので，大斧は足場用木材を細工する為のものである。職人達が慌ただしく働い  
ている空気がよく感ぜられる。彼の足許にほ，しっくい桶，柄付きしっくい受  
け板，こて，ハンマー等の左官用諸道具が並んでいる。   
画面左下に必死の形相をし，剛毛を逆立てて逃げている豚が措かれている。  
いささか場違いで驚かされる。その鼻先に大きなフライパンと深い壷が置かれ  
ているところを見ると，これから職人達に料理して振舞うという意図を示して  
いるものなのか，或いほ職人達の大食漢を暗示してるのか，泥まみれになる仕  
事の不潔さ，それに従事する職人達への軽蔑という寓意を示すものか，意味深  
いものである。   
ヰ6Y．革帯作り   
革帯作りのBenedictt Sporrerほ亦鉄の小売商人を兼ねていた。彼は1586  
年3月7日入所。70歳の時である。そして1586年11月23日死去。館には8ヶ月  
と16日の在所であった。434番目の兄弟である。  
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石積みの仕事部星の大きく開いている窓に向ったゴシク様式の堂々とした机  
で仕事をしている。石造の仕事部屋が冷えるので，健康の為，机も三木脚の椅  
子も板張りの数台の上に置いてある。机の上には草切り用半月ナイフ，ヤスリ，  
太い針金や細い鉄棒を切るレンチがある。彼ほ今草バンドの留め金部分の金具  
を金床上で叩いて取り付けている。壁には完成品のバンドが黒と赤の色別に束  
にして吊してある。  
47．ろくろ木工師  Fig．43   
ろくろ木工師のMathes Otthは1583年3月30日入所。73歳の時である。  
は清廉であり，才能もあったので1587年1月19日，館の世話係になった。その  
後間もなく1587年8月18日に死去した。館にほ4年に20日足らない期間の在籍  
であった。435番目の兄弟である。   
石積みの入口部分を除いて，周りの壁や天井は板張りになっている仕事部屋  
である。床はたたき土間になっている。この部屋にガッシリした木組のロクロ  
（足踏み駆動上下動式旋盤）が据えてある。ロクP装置のセンター金具は大き  
な木のブロックに据えられている。そしてこのブロックは工作物の大きさに応  
じて左右に自由に移動出来るように，細い帯の中に挿し込んである。亦このブ  
ロックの上面には2個の突起がつけてある。この突起の間にバイト（工作物を  
切削する刃物）を安定的に支える為めの枕板がはめこめるようになっている。  
この枕板の他端はロクロ装置からL字形に後方に伸びている別の木組の上にの  
せてある。この木組には前言己の移動可能のセンター金具に対したもう一方のセ  
ンター金具が固定されている。この2ツのセンター金具の問に工作物をはさみ，  
支えて工作するのである。   
工作物には2～3回丈夫な革紐が巻きつけてあり，その一端ほ足踏ペダルへ，  
他端は弾力に富んだ棒にくくりつけてある。そして弾力棒は天井に固定した金  
輪にしっかりとはめこまれている。ペダルを踏むと棒の弾力とあいまって革紐  
により工作物が回転させられるが，この回転は交互に逆転し，一方方向に連続  
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Fig・．43 ろくろ木工師  
（Amb．317b．2O，BdII－1・47）  
する回転ではない。これにバイトをあてて削り出すのである。   
板壁には工作物に応じて使用する各種の形のバイトとヤスリが掛けてある。  
赤木槌やハンマーも見える。彼は作業中ズボンが邪魔にならないようにひざ下  
のところを紐でくくっている。   
このロクロ装置はBadIの18v．（商学302号，p．192，Fig．26）に見られ  
るものに比べて，センター金具を具えている点 並びにバイト安定板のある点  
では進歩が見られる。しかし工作物自身に回転紐を巻きつけて動力を与えてい  
る点ではやや後退していると言えよう。   
47▼．領地管理人  椚g・44   
Petter Pitzlerは聖カサリナ教会修道院の農地管理人を勤めた。その後製  
粉小屋の監督人になった。そして1576年5月28日，70歳の時入所してきた。  
1587年9月1日死去。館にほ11年3ヶ月と2日の在籍であった。436番目の兄  
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椚g・44 頒地管理人  
（Amb．317b．20，BdIト147v）  
弟である。   
多数の見張り塔を備えたニュルソベルク市の市壁がぐるっと囲んでいる。そ  
の内側に，縁の木々が茂り，民家が散在している。そして低い壁をめく中らした  
聖カサリナ修道院の建物が図の左側にある。修道院はペグニッツ川の南岸，中  
之島（InselSchtitt）にかかるHeubrtickeの東側に位置している。（Fig．45  
参照，現在その一部が市の図書館になっている。）修道院は高い鐘楼のある礼  
拝堂，赤いスレート葺き屋根の二階建本館と芝生を敷きつめた前庭を有してい  
る。修道院の近く，小道を隔てて低木に囲まれた低い石垣がある。これは修道  
女の墓地である。これらの諸施設の維持には領有農園ほ欠くことの出来ないも  
のであり，赤鼻場管理人或いは執事も欠くことの出来ないものであった。  
彼ほ粗いフェルト帽を被り，短かいマントを着用している。ぴっちりとした  
ズボソをはき，腰には財布を下げ，熊手を手にして立っている。その傍にはみ  
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すぼらしい姿の作男が熊手を肩にしている。   
彼Petterの足許には水草用の石日，大きなふるい，穀物袋か或いは粉袋が  
置いてある。これらのものは修道院領地管理人を辞してからの彼の仕事が何で  
あったかを暗示するものである。亦握り柄のあるランプが措かれており，どう  
やら塊燭が点じられているようである。これは彼の管理人としての管理能力の  
暗愚さをほのめかすもので，この故に修道院を辞めさせられたのである。   
後期中世紀の聖カサリナ修道院では，非常に精巧で芸術的な香りの高い挿絵  
のある本や美しい彩色木版，彫ヌ札 手織じゅうたんを生産していた。   
ヰ軋 フステイアン職工   
フステイアン織工のHansPreuningは1583年7月10日，79歳の時入所。  
在所中殆んどの間，大変な足の痛みに苦しんだ。そして1588年9月26日死去。  
5年2ヶ月と16日間の在所であった。437番目の兄弟である。   
48v．其鏡盤作り   
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真鏡盤作りのJacob Neubigerは1588年11月18日，70歳の時当館に入所。  
1589年2月2日死去，438番目の兄弟である。   
彼の前後に2台の木台があり，大きな金床が据えてある。前にある四角い金  
床の上で英銀板を盤に叩き出している。傍の長机の上には砂時計が置いてあ  
る。亦壁の桟にはハンマーと予備用の大きな金床が掛けてある。この金床の底  
面から舌状の鉄片が出ているのが分る。この部分を木台に打込んで，しっかり  
と固定するのである。木目の美しい陳列台に出来上った盤が2枚見られる。  
49．財団理事老（図像ほ無し）  
1589年6月6日，私Joachim Nutzellは1589年5月18日に崩御された理事  
老Williwoldt Schlusselfelders刺の代わりに12人兄弟館の理事老として選  
ばれることになった。  
Joachim Nutzellは1589年から1603年まで24年間の長きに亘り，理事老と  
しての役を勤め，1603年1月28日に死去した。  
50．指物師   
指物師のGeorg Hanは1585年1月25日当館に入所。73歳の時である。そ  
して1589年7月28日77歳で死去した。館には4年6ヶ月と3日の在所であっ  
た。439番目の兄弟である。   
床を緑と白のタイルで市松格子に張った仕事部屋の窓傍に変ったブロックが  
ある。階段状のきざみが入っていて，しっかりした足が据えてある。彼はこの  
きざみに板の一端を載せ，他端を壁傍の作業台にかけて切断している。張力調  
製器つき枠型のこぎりが使われている。床には木屑が散乱しているし，大きな  
手斧や木台が見える。壁の桟にほハンマー，各種ののみ，直角定木が掛けてあ  
る。作業台にはカソナ，ヤスリが見える。彼は短袖の制服の下に，ラフ飾りの  
ある赤い長袖シャツを着ている。長袖の肘のところには当て布が着けてある。  
そしてカモノハシ型の靴をはいているのが日立つ。   
50v．パン屋  
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パン焼職人のCasper Sauerほ1582年7月28日入所。60歳の時であった。  
そして1590年2月21日死去。69歳である。鰭には8年程の在所であった。440  
番目の兄弟。彼は亦新藤先唱者の役も務めていた。  
43v．の図と殆んど同一である。   
51．刃物の柄作り   
ナイフの柄材切り出し職人のHanns Fr61ichほ1585年8月25日，74歳の時  
入所。そして1590年7月1日死去。4年10ヶ月と5日在所した。彼ほ左足が非  
常に不自由であった。441番目の兄弟である。   
菱形のガラスが入った窓が三方にある明るい仕事部星である。振り柄つきの  
鉄枠鋸を逆さまにし，作業机と三脚椅子にはさんで固定し，ナイフの柄にする  
材料に切り込みを入れたり，細工を加えたりしている。柄の材料には木，角，  
金属が用いられるが，ここでほ金属は扱われていないようだ。作業机の上には  
細長く適当な長さに切り揃えられた材料が整然と置かれている。床上の籠には  
切り込みが入れられた材料が入れられている。この仕事場にも砂時計が置かれ   
ている。   
この当時ニュルンベルク市でほ刃物産業が発展し，その工程も著しく分化さ  
れ，この図のように柄の部分のみを作る専門職人が出現し，生産性の向上が計  
られたのである。   
51v．日常用錠前作り   
日常用錠前（何の飾りもない極めて実用的な錠前）作りのMathesClausは  
158′5年12月19日入所。65歳の時である。そして1591年6月3日死去。5年5ヶ  
月と24日間の在所であった。442番目の兄弟である。  
たたき土間の仕事場で彼ほ助手を相手にヤットコで押えた鉄版を平たく叩い  
ている。彼の足許には周辺に鉄線，各面に鉄のバンドを打ちつけた，鍵のかか  
るガッシリしたトランクが置かれている。このトランクは飾のない極めて実用  
的な商用のものである。彼は今この鍵穴に当てる為めの錠前金具を鍛えている  
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のである。商業都市ニュルソベルクの発展は，丈夫で安全な商品運搬容器とし  
てこのようなトランクの需要を増大させ，その結果彼のように安くて実用的な  
錠前作りを出現させることになったのである。   
彼はラフ飾りのある下着の上に館の制服を短かくはしょって着用し，腕をま  
くり上げている。ひざまである長靴をほき，カブテン頭巾をデフープレにして  
いる。亦助手はラフ飾りのついた長袖亜麻布製下着をつけ，その上にしゃれた  
上着の前をほだけて着けている。膝までのホーズ（ズボン）は，対になったボ  
タンが沢山ついていて，小粋に紐で結びつけぴったりとさせている。彼等のこ  
のような服装から彼等の生活もよほど豊かになってきたことが伺えるというも  
のだ。  
52．織物職人   
BalthasarDintzelほ織物職人であったが後にウルバン公騎兵連隊の兵舎の  
傍でブドー洒の呼び売り人をするようになった。1590年7月6日に入所し，  
1591年11月21日に死去した。73歳であった。館には1年3ヶ月と27日間在所し  
た。443番目の兄弟である。   
どっしりとした石積みの建物はウル／ミン公の館である。館の入口の傍，石敷  
の路上に板囲いの店を構え，彼Balthasarが大声で呼びながらブド，酒を売  
っている。彼の背後の棚の最上段にはウルバン公騎兵隊のシンボルであり，亦  
権力者であるウルバン公の立派な三重冠が置いてある。建物の二階の窓からは  
ウルバン公の旗印をなびかせた竿が突き出されている。その竿には酒店の目印  
である杉の薬玉が吊されている。今若い給仕人が蓋付きの錫製ジョッキを持っ  
てブドー酒を買いに走ってきている。彼も給仕人もラフ飾りのついた下着をつ  
け，小粋なスタイルをしている。通りから離れた草原の上に二本の棒を横たえ，  
織り上げて仕上げた布地がぴんと張り拡げられて彼の前の職業を暗示している。  
52v．指貫き作り  Fig．46   
指貫き職人の Reit Schusterは1587年9月4日，72歳の時入所。そして  
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1592年1月7日死去。当館には4年4ヶ月と3日間の在所であった。物静かな，  
敬謙な人物であった。444番目の兄弟である。   
彼はベンチに贋を下ろし，木台に据えてある雌型の金型に真鏡板を置き，雄  
型のポンチをハンマーで叩きこんでいる。これほ真鉄製指貫き作りの第一段階  
の作業で，ここで先づ英銀板を筒状の指貫き形に打ち抜くのである。打ち抜か  
れた半製品が床上の寵の中や木台の上に沢山散在している。次にこの筒形の表  
面に先端が丸くなっているポンチで多数の凹みをつけて仕上げるのである（ヨ  
ースト・アマソ「指貫き作り」参照）。この凹みは靴屋用の指貫か，仕立星用  
であるか，ぬいとり師用かで大小さまざまである。亦筒の大きさにも材質にも  
種々の種頸のものがある。凹みをつける操作にほポンチを打つ方法の他に既に  
Bd．Ⅰ，5v．（商学302号，p．180，Fig13）に見たように弓ぎりを用いるのも  
ある。指貫き作りの作業にも分業の形が採り入れられているのが分る。  
①伴帥脚帥f‘r  
Fig．46 指貫き作り  
（Amb，317b．20，BdIト1，52v）   
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彼も亦ラフ飾りのある下着を着ている。首にはロザリオを下げている。   
53．板鎧鍛治   
板鎧鍛治のHannz Kieserほ1578年4月1日入所。65歳の時である。入所  
後次第にぼけが激しくなり，遂に1591年11月10日に退所した。そして1592年1  
月30日死去。従って当館には12年6ヶ月と10日の在籍となる。   
菱形ガラスの入った大きな窓の前の仕事机に向い，重そうなハンマーで胸甲  
部分を叩き出している。机上にほ叩き出し了えた甲や其の他の部分が見られ  
る。  
53v．針製造人   
針つくりのJ豆rg Memblerは1592年4月6日入所。70歳であった。そして  
1592年5月5日死去。当館には4週間と1日在所したのみである。彼は市民と  
してラウファー塔（本稿Fig．45；商学333号，椚g．1参照）の塔守りの勤  
務に服していた。446番目の兄弟である。   
タイル張りの床，石積みの仕事部屋，十字路子の入っている窓に向った仕事  
机で針の素材を削っている。壁には塔守勤務の際に携帯するトランペットがか   
けてある。窓の向うにはペグニッツ川を隔てて城と居館が見え，そして入口か  
らはラウファー塔が見える。  
54．左官屋   
左官屋の Niclaus Weidenh6fer は1589年2月6日入所。70歳の時であっ  
た。そして1592年8月5日死去。在所期間ほ3年半に5日足らなかった。   
彼ほラフ飾りのあるシャツの上に館の制服を着け，カブチソ頭巾をデフープ  
レにし，前掛をしている。前掛の紐はぎごちない花結びになっている。靴下を  
膝下で折り曲げている。   
職人達が木骨構造の二階部分をしっくいで塗りかためている。そして彼は入  
口の所『こしっくい箱を置いて，こね鋤でこねている。足場の丸太ほ通りの路面  
に埋められくさびでしっかりと固定されている。歩み板にはしっくい桶，こて，  
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しっくい受けなどが雑然と置かれている。   
この建物の背後にほ，赤白に咲き乱れているバラの垣で囲まれた広々とした  
立沢な庭園が見える。その青々とした芝の中に，幾何学的に配置した植え込み  
があり，背の低い木々が植えてある。   
54v．大工   
大工のEberhart Laimingは当市の市民ではなかったが1585年6月2日，  
74歳の時入所。そして1593年9月30日に死去。82歳であった。当館には8年と  
4ヶ月の在所である。448番目の兄弟。   
∵階部分は右横で，2階ほ木骨構造の家が建てられつつある。手斧をふるっ  
ている彼の足許には大きな斧，両手キリ，直角定木，墨糸，墨壷が散乱してい  
る。   
遥か彼方にローレンツ教会，ゼパルダス教会の尖塔が見え，更にその後に小  
高い山の頂にカイザーブルクが見える。そして城中のシソネル塔，ハイデ塔が  
一際目立っている。  
55．鈴作り   
HansRonwaldほ鈴作り職人である。1588年10月14日入所。82歳の時であ  
る。そして1594年2月26日の真夜中に死去した。館には5年7ヶ月と12日間在  
所した。88歳であった。449番目の兄弟である。   
半球形の穴を掘ってある雌型の金型に蒔真鏡板を置き，先端が半球形のポン  
チを当ててハンマーで叩き込み，半球を作る。この半球を2個合わせて鈴を作  
るのである。作業ほ従って本稿52v．の指貫き作りと本質的にほ同一である。  
壁にほ沢山の鈴を着けた飾り帯が吊り下げてある。   
55v．蹄鉄鍛冶   
蹄鉄鍛冶星のHenns R6Bnerはニュルソベルク市民である。1592年1月11  
日入所。67歳の時であった。そして1595年4月30日，2晩病んで死去した。館  
には3年3ヶ月と19日の在所であった。450番目の兄弟。  
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戸口に馬を待たせておいて，忙がしげに蹄鉄を鍛えている。彼が手にしてい  
る大きなヤットコの柄の末端にはヤットコ締め（7v．，商学333号，p．258；28  
▼・，p．289，F短．25参照）がはめられていて，蹄鉄をしっかり掴んでいる。仕  
事場の床には携帯用の道具箱が置いてある。   
56．麻布織工   
Hans Rieterほニュルソベルク市民である。彼ほ織物職人，それも下着や  
卓布，敷布などの日用的麻布を織る人である。1593年10月25日入所。60歳の時  
である。そして1594年8月15日の真夜中に死去した。館にほ10ヶ月と10日間の  
在所である。451番目の兄弟。   
図は本稿の43．と全く同一である。ただ遥かに椎拙な点が異なる。   
56Y．小銃撃鉄作り  Fig．48   
小銃撃鉄（小銃着火装置）作りのEgidiHeldは1595年6月23日入所。80歳  
Fig．48 小銃撃鉄作り  
（Amb・317b・20，BdIト1，56▼）  
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の時であった。そして同年10月8日死去。3ヶ月と2週間当館に在籍した。  
452番目の兄弟である。   
小銃が完成された携帯火器であるためには，先づ丈夫で安全，軽量で弾丸を  
正しく発射出来る銃身の完成，次いで正しく狙いを定める為に銃身を体に楽に  
しっかりと適合させるような銃床（32．，商学333号，p．294参照），そして第  
三に引金で操作される着火装置を具えることである。   
最初の火器，手簡では銃身の中に別の鉄製火薬室をクサビで固定する方法に  
よって挿入し，銃身上部の点火孔から火をつけて発火させていた。この装置で  
は密閉が悪くガス圧を高めることが出来ず発射力ほ弱かった。轟音で敵を驚愕  
させることは出来ても銃としての威力には欠けていた。それ以上に暴発し易く  
危険であった。  
15世紀に入ると，火薬を銃口から装填し，銃身と火薬室の区別の無い銃身を  
持つ銃が出現した。更に点火孔を銃身上部から側面に移し，ここに火薬皿或い  
は火皿と呼ばれる蓋付の浅い皿を設けたものに改良された（殆んどの銃が銃床  
の右側につけられた）。ところでこれらの銃でほ射手は狙いを定めると同時に，  
空いた手で火縄を火皿に着けねばならず，狙い違わず命中させることはやはり  
不可能に近かった。  
小銃を重要な火器の地位にもたらしたのは新しい発火装置，撃鉄の発明であ  
った。銃床に固定されている小鉄片（その形から通称へどと呼ばれている）で，  
その上端が火縄を挟めるように裂けている装置が撃鉄である。この小鉄片に連  
結した棒（リンク）を押すと挟んだ火縄が火皿に入り着火される。これにより  
射手は正しい姿勢のまま狙い正しく撃つことが出来た。更にリンク装置枚構ほ，  
次の撃鉄を／ミネに結合させて引金を引き着火させる火縄引金着火式銃に発展す  
る。   
銃床にせよ撃鉄桟構にせよ，よく見てみるといづれも火器出現以前の武器で  
ある石弓の諸磯構の採用であり，それからの発展であることが分る（商学333  
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A：引金，B：l）ンク棒，C：バネ，D：へど，E：火皿，F：閃光遮蔽板，G：銃身，H：銃床  
Fig．49 火縄式撃鉄鎖構   
号，p．294参照）。そして亦，枠扱，U字状バネ，固定用ピン，レバーなどに  
より構成されている撃鉄装置ほ錠前職人が取り扱う錠前と全く同一のものと言  
える。撃鉄は当初錠前職人の手で作られたであろう。そして其の後，小銃の需  
要の増大につれて専門化し独立した職人の出現となったのであろう。   
銃製作においてドイツでは，当寺にニュルソベルク，アウグスブルク，ドレス  
デソなどが有名でヨーロッパ第一 の名声を得ていた。   
彼Egidiは今ねじ式万力に挟んだ撃鉄の部品，へどをヤスリで製作中であ  
る。仕事台の上には，向って左側にほ出来上ったへどが，右側には着火の際，  
起爆用火薬の閃光から目を守るための遮蔽用金具が置いてある。   
5丁，左官屋   
左官屋のGeorg KrauBは1591年6月21日，80歳の時入所。1595年6月10  
日死去。当館には4年と11日間在所した。453番目の兄弟。   
27．46．の図を合せた椎才出な図である。  
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57v．左官屋   
左官屋のHanns D6tzerは1590年2月2日，66歳の時入所。彼ほ誠実で温  
和な人物であったが，往年ぼけて釆て教会の中をやたらに歩き廻ったり，物に  
喫みつくようになったので，じっと寝かされてしまった。そして1596年4月11  
日，真夜中の1時に死去した。館には6年2ヶ月と9日間の在籍であった。  
454番目の兄弟。   
作業台に置いた坂上で彼ほ今壁塗り用しっくいの色をまぜ合せている。   
58．石工   
石工のMarx Reuterは1592年8月18日，74歳の時入所。1596年8月15日  
死去。在所期間は4年に3日足りなかった。455番目の兄弟である。41v・の  
稚拙な模写図である。   
58v．針製造人   
針つくりのSebald Prewは1594年10月18日入所。70歳の時である。1596  
年11月9日死去。館には2年3週間と1日在籍した。456番目の兄弟。   
図は幼稚であるばかりでなく，画家に針作りの作業が全く分っていないので，  
一応それらしく描いてあるだけのものである。  
59．大工   
ゴステンホーフの大工であったHan8Hambは1592年5月17日入所。70歳  
であった。彼はニュルンベルク市の南西にあるシュビタール塔の外の市外地ゴ  
ステンホーフの囲い地で，24年間働いていた。1595年12月20日，土曜日の夜中，  
3時に死去した。館にほ3年7ヶ月と3日間の在所であった。457番目の兄弟  
である。   
端がぼろぼろになった前掛けを2重に締めて手斧をふるっている。彼の遥か  
後方にほ，聖ヤコブ教会の鐘楼が見える。その右にほヴァイツァ塔が措かれて  
る。   
59Y．文書配達人  
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配達人のMichelDiemは1586年11月28日入所。72歳の時である。そして  
1596年12月20日の真夜中に死去。10年と23日間の在所であった。458番目の兄   
弟。   
彼は美しい風景の中を，つば広の帽子をしっかりと被り，マントを夙になび  
かせて走っている。手には文書を持ち，野犬や強盗よけの抜き身の槍を肩にし  
ている。扁から吊している水筒のバンドがマントの下に見える。これが当時の  
はしり使いのスタイルである。彼ほ大変誠実で，人付き合いの良い人物であっ  
た。家々に私信を配達しながら頼まれれば読んできかせてやる親切心のある使  
者であった。   
60．短刀鍛冶屋   
短刀鍛冶のAbelGastは1584年3月30日入所。66歳の時である。そして  
1597年2月1日死去。在所期間ほ12年と11ヶ月に29日足らなかった。彼はもの  
静かで人付き合もよく，終日聖書を読み耽っていた。   
大きな木台に据えられている金床の上で，焼き入れも終り柄が付いているナ  
イフに最後の調整を加えている。焼き入れにより多少よぢれた刀身をハンマー   
で叩いて平らにするのである。   
仕事机にほ鞘に収められた完成品，調整済みのナイフが置かれている。亦床  
上の籠には未調整のナイフが多数入っている。   
彼は裾の長い館の制服の上にカブテン頭巾をデフープレにしている。頭には   
ぴったりとしたキャップ（キャロット）を被っている。   
キャロットは13世紀以降男子が被り始めた薄い亜麻布製のぴったりした頭巾  
で，帽子の下に被った。小球帽，頭蓋帽と呼ばれる。  
60v．大工   
Friderich Dainleinは市壁外の耕作地W6hrdで大工をしていた。彼はニ  
ュルソベルクの市民である。15朗年5月11日入所。63歳の時である。1597年3  
月17日正午死去。あと1ヶ月と5日で13年間の在籍になるところであった。大  
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変な勤勉家で，12年の間当館の風紀委員を勤めた。460番目の兄弟である。   
東から西に向ってうねうねと流れるPegnitz川は，ニュルソベルク市壁外  
東側にある広々としたW6hrden Seeに入る。更にここから流れ出て，中の  
島（InselSchutt）の東端のところまで西進して釆て，ここで2分されて市壁  
を潜り抜けて市中に入っている。W6hden湖の西端から中の島の東端部分の  
南岸一帯がW6hdenWieseで，ここが耕作地だった。（本稿Fig・45，参照）   
戸外で手斧をふるっている彼も亦キャロットを被っている。   
61．短刀鍛冶最   
短刀鍛冶のHans Kremerはニュルソベルク市民である。1595年12月14日，  
66歳の時入所。1598年2月21日，午前2時死去。館にほ3年2ヶ月と7日間在  
所した。461番目の兄弟。   
60．と同じ様な図である。彼の顕，両まゆ毛の上から鼻筋にかけて墨筆でい  
たずら書きがしてある。  
61v．女性料理人   
未亡人のOttiliaSeideninはニュルンベルク市民である。1592年2月19B，  
当館の料理人に採用された。後日病を得たが尚働き続けてくれた。しかし次第  
にその責任を果すことが困難になり，遂に1594年当館に於て死去するにいたっ   
た。   
床がたたきの料理部屋に石積みの炉面が築かれている。炉面上にほ裏鉄製三  
木脚で両取手つきの鍋，土製柄付き萎が燃え盛る火の傍に置いてある。亦ソー  
セージを刺した回転串も見られる。炉の下のアーチ状の穴部には燃料が入れら  
れている。炉上のフードからは鉄の大鍋が吊るしてあり，フードの周りにほ大  
小種々な壷が伏せてある。壁にほ長柄の大きなフライパン，牛刀，鍋や壷の蓋  
がきちんと掛けてあり，棚の上には皿棚の下には蓋つきの大きな錫製水差し  
が並べてある。掃除用の草ばうきも見える。   
彼女はラフ飾りのある長袖下着，半袖の黒色の上着，そして裾に黒い横筋の  
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ある自の長いスカートを着ている。長い前掛を締め，その紐にナフキンを吊り  
下げている。頭にほ後部に長く垂れ下がった飾りリボンのついた黒いフードを  
ぴったりと被っている。今実録鍋の蓋を外して木製のスプーンで味見をすると  
ころである。   
62．女性料理人   
BarbaraStromairinほ本職の女性料理人で，OttiliaSeideninの後任とし  
て早急に舘の料理人に雇われることになった。1594年2月1日から1596年3月  
30日迄の2年と1ヶ月間勤めてくれた。その後1599年3月25日，Schwindsucht  
の施療院にて死去した。   
61Y・の場合と殆んど同一の図であるが，台所の壁に向って開き戸のある調  
理台がある点が異る。調理台の上には大根と玉ねぎが置かれている。亦壁に，  
底に穴をあけた上げざるの様な器が掛けてある。   
62v．靴星   
靴星のHans HarloBはニュルソベルク市民である。1596年3月31日，70歳  
の時入所。そして1598年5月27日死去。誠実な，熱心な信者で，教会にはよく  
参詣していた人物である。462番目の兄弟。   
仕事部屋の壁面に靴の木型が2段に整然と並べてある。その下に上下2段の  
棚があり，上段にほ型崩れしないように木型を入れた完成品の靴が置かれてお  
り，下段には半月包丁，キリ，鎌形ナイフそして材料の黒色の皮がひろげてあ  
る。亦眼前の壁面には縫糸の克と思われるものが下げてある。どうやらこの下  
段の棚は仕事台と見える。彼は館の制服の上に大きなマントをまとい，カブチ  
ソ頭巾をデフープレにしている。そして今出来上った靴を手にしているが，扉  
の外に見える教会堂へこれから出かける積りらしい。   
63．穀量検量人  Fig．50   
穀量検量人のHans Kraftは当市の市民である。1583年5月6日，66歳の  
時入所。1599年1月13日に死去。館には15年8ヶ月と7日の在籍である。463  
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番目の兄弟。   
倉庫ほ右横で建てられており，床ほ硬張りである。キャロットをぴったりと  
被り，館の制服に長いマントを着け，カブテン頭巾をデフープレにした彼が，  
これから検量する穀物袋を前にして立っている。足許には穀物の山も見える。  
彼は公認の標準析をすりきり棒で肩にかついでいる。この研ほ木製の桶で，そ  
の縁ほ鉄板で蔽ってある。亦側面は補強を兼ねて美しい模様に切った鉄板をぐ  
るっと張って飾ってある。   
先づこの標準研に山もりに穀物を入れ，次いで耕の縁に沿ってすりきり棒を  
滑らせ研一杯の量を正しく測って検量するのである。足許に検量中の研の状態  
が措かれている。   
商取引や交易の発展にほ，商品の数量が常に正しく，公正に扱われているこ  
とが肝要である。そしてその為捌こ，既出のような薪検量人，木材，木炭検量  
Fig．50 穀量検量人  
（Amb・317b．20，BdIト1，63）  
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人，秤検定人，重量検査官などの市の役人或いは公認許可の専門職人が居たの  
である。   
彼はこうした専門家の1人であった。   
63v．桶屋   
桶星のVeit Rostはニュルンベルク市民である。1597年8月8日，66歳の  
時入所。ペストに罷り1600年8月17日，病院に運ばれたがその3日後の8月20  
日死去した。館には3年と9日間の在所であった。464番目の兄弟。   
中央部に呑み口用の穴があけてある大きいビール樽のタガを当て木と木槌で  
締めている。足許には束ねたダガの材料とタガ掛け用特殊用具（Bd．Ⅰト1，31．，  
Fig．27，Fig．28，商学333号，p・292，p．293参照）がある。   
糾．屠殺人兼日傭いの屋根星   
Albrecht Meichsnerは屠殺人兼日傭い屋根屋である。1597年4月15日入  
所。75歳の時である。1599年8月6日，夜中の3時過ぎ安らかに眠る。3年3  
ヶ月と21日間の在所であった。465番目の兄弟である。   
右横家屋の赤いスレート屋根を葺いている。屋根の嶺から急勾配の屋根に作  
業はしご（Dachleiter）が下ろされている。このほしごに助けられて職人が次  
々と瓦を葺いたり，修理したりするのである。   
彼は左官ゴテを右手に，左手にはしっくい桶とスレート瓦を持っている。こ  
のスレート瓦の裏面には，屋根の横桟にひっかけるひっかけの耳がついてるの  
が分る。   
画面後部には，羽飾りのついたフェルト帽を被り，ピチッとした上着，半ズ  
ボン，前かけ姿の屠殺人としての彼が異時同園の書き方で描かれている。腰に  
はナイフを吊るし，肩に屠殺用手斧をかついでいる。手には鍵束を持ってい   
る。  
64v．バンド締め金具作り   
バソド締め金具作りのPetter Fischerは1597年6月6日，78歳の時入所。  
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役ほ地下室に下りようとして，ほしごから崩れ落ち，まもなく死去した。1599  
年12月12日であった。館には2年6ヶ月と7日間の在籍である。466番目の兄  
弟。   
仕事部屋の壁に沿ってL字型に作業台が備えてある。金床上でバンドの締め  
金（尾錠）にヤスリをかけている。   
65．刀剣飾り鍔作り  Fig．51   
刀剣の飾り鉄環鍔作りの Hans Magner ほニュルソベルク市民であり亦教  
会禄の叙任老である。身体に大変大きな傷を受け1589年8月6日入所した。70  
歳の時である。そして1600年1月4日に死去した。館には11年と2日間の在籍  
である。467番目の兄弟。   
図ほ本稿51v．の鎧鍛冶の図と同じ構図である。彼は優美な曲線でつくり上  
げられている飾り鉄環鍔を大きなヤットコでしっかり掴んで助手を相手に鍛造   
Fig．51刀剣飾り鍔作り  
（Amb．317b．20，BdIト1，65）  
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用心鉄づか付細身の則17C  かごつば付細身則17C初期  
スペイン型長剣15C  片手にぎり剣16C未  スペイン型細身剣17．5C  
Fig．52 飾装鍔  
している。ヤットコの尾部には締め金がきちっとはめ込んである。燃えさかっ  
ている鍛冶炉には鉄環部品を掴んだヤットコが2本挿し込んである。炉の側面  
には草フィゴが覗いてる。クサリ，天秤状リンク，鉄ブロックなどのフィゴ操  
作磯構がよく分る。彼のズボンは，贋から吊り下げた幅広の帯を用いてたくし  
上げてある。  
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65v．箱錠（南京錠）作り   
箱錠（南京錠）作りのNiclaus Magnerは1591年11月27日，60歳の時入所。  
1600年11月17日死去。在所期間ほ9年に10日足りなかった。468番目の兄弟。   
鍛冶炉を背に，立万力に挟んだ錠にヤスリを当てて磨いている。錠は箱状に  
塊付されて出来ているので箱錠（南京錠）と呼ばれてる。   
66．麦芽製造人   
麦芽製造人（製麦職人）のHans Osterstuckhほニュルソベルク市民であ  
る。1600年1月25日，69歳の時入所。彼ほ大変不潔な老人であったので，遂に  
ほ館の上司と言い争い，仲違いになる始末であった。そして1600年11月24日に  
死去。館には10ヶ月間の在所であった。   
右横建築，石畳の床の倉庫内で，短かいズボンを膝上できりっとくくり，長  
い柄のひしゃくを肩にかついで立っている。床上のタライ桶には精選された大  
麦が水に浸してある。   
麦芽の製造（製麦）はビール製造の重要な基本工程である。すでに紀元前3  
千年にメソポタミヤで行われていたという。その後エジプトでも盛んに作られ  
た。紀元前1世紀頃になってゲルマン諸部族に伝えられたらしい。製麦工程ほ  
先づ収穫したばかりの大麦を貯蔵し，その時の白熱によってまだ劣っている発  
芽力を増進させる。そして精選によってまざり物を除き亦粒の大小をそろえる  
のである。次いで2～4日間，水に浸して水分を与える。これに酵素をまぶし，  
7～8日間温度を与えて発芽させるのである。この間に大麦に含まれている不  
溶解性の澱粉が溶解性のものに変る。これが製麦工程なのである。この麦芽に  
水を加え加熱すると大麦中の澱粉が糖化する。そして，これを発酵させたのが  
所謂エールで，このエールにポップを加えて発酵させたのがビールである。   
66Y．庭師   
庭師のHansFalcknerはニュ／L／ンベルク市民で，市壁外の耕作地W6hrd  
（本稿60Y・参照）に住んでいた。1599年1月18日入所。70歳の時である。そ．   
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して1601年3月1日死去した。館には2年1ヶ月と11日間の在籍であった。  
470番目の兄弟。   
T字型柄のシャベルで荒地を耕している。長いズボンを膝の箇所で紐でくく  
り，腕の上部には幅の細い／ミンドを巻き，仕事の邪魔にならないよう腕も足も  
きちっとさせている。背後にほ整然と区切った花畠らしいものが見える。   
6了．針金製造人   
針金作りの市民Clement Pr611ほ1575年6月21日，49歳の時入所。1601年  
8月27日死去。26年2ヶ月と6日間の在所であった。471番目の兄弟である。  
6丁▼．大工   
大工のJacob Muelbauerは1594年3月9日入所。80歳であった。彼ほニ  
ュルンベルク市民である。1602年6月12日の土曜日に死去。館には8年3ヶ月  
と3日の在籍であった。472番目の兄弟である。   
架台（馬）にかすがいで留めてある丸木を大きな斧で角材にしている。彼の  
後に一階が右横で二階が木骨構造の家が建てられつつある。屋根棟には上棟祝  
ツカバ「ンヲ  
いの時の祝飾りの束柱が立っている。今大きな木材を引き上げる用意がされて   
いる。   
遠景の中に聖ローレンツ教会の建物，その右側，ローレンツ教会の鐘楼に並  
んで聖ゼパルダス教会の鐘楼も見える。そして更に右側にお城の2塔，ハイデ  
ン塔とシソウェル塔がかすんで見える。これから察すると，彼が今仕事をして  
いる地点はケーニッヒ塔の近く，聖マルタ教会の附近の地区のようだ。   
68．財団理事老（図像無し）   
TetzelFriderichJobst殿は1603年12人兄弟館の理事老になられた。そし  
て1612年10月23日に崩御された。理事在任は1603年から1612年迄である。図に  
は彼の2人の夫人の紋章と，彼Tetzel家の紋章が一緒に画かれているだけで，  
彼の肖像も夫人方の肖像も無い。2人の夫人の一人は旧姓GrolandのMaria  
（1555年～1583年），他の一人は旧姓 Schliisselfelder の Anna（1565年～  
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1639年）である。  
69，刀剣仕上げ師  Fig．53   
刀剣仕上げ師＊のPaulusSchusterほニュルンベルク市民で，68歳の1603年  
7月3日入所。そして同年10月30日死去。鱈には3ヶ月と3週間の在所であっ  
た。473番目の兄弟である。  
16世紀には常に長剣或いほ短剣を身につけていることがすべての自由人に許  
されていた。亦市民にとってほ市防衛の為めに義務でもあった。従って刀剣の  
生産ほ盛んで，その職人の社会的地位ほ高かったのである。   
彼は窓際のどっしりした作業台に据えつけてあるねぢ式万力に，念入りに作  
られた飾り鉄環鍔を挟んで更に仕上げの手を加えている。作業台には焼き入れ  
や研ぎの終った刀身，鞘，湾曲鍔や飾り鉄環鍔などの刀剣構成用部品が見られ  
る。刀剣の柄や鍔ほ15世紀末までは簡単なこしらえであったが，其の後，例え   
Fig．53 刀剣仕上げ師  
（Amt）．317b．20，Bdlト1，69）  
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ばロバのヒゾメ ，十字棒，湾曲鍔，カゴ塑……と実用と装飾を具えて多様にな   
っていった。   
仕事部星の壁面には組立て了えた完成品の長剣，短剣が掛けられている。  
〔註〕＊ メンデル家の手写本ではPaulusの職業名をSchwerdtfegerと記  
している。Schwertfegerは独和辞書では，刀研師，刀剣鍛冶，武具師と簡単  
に示しているが，ここでほ中沢護人民訳のルードゥィヒ・ベルク「鉄の歴史」  
2巻2分冊（たたら書房，昭和53年9月）の215真の中沢氏の〔註〕に基づい  
て刀剣仕上げ師とした。この〔註〕ほ大変重要な事柄を含んでいるので，要点   
のみであるが記させて頂くことにする。   
刀剣鍛冶業の発展につれ一人の親方によって，その製作の全工程が遂行され  
るのでほなく，諸工程が分割されて別々の職人によって専門的に部品が作られ，  
それらの部品を取りまとめの者が各職人の手許から集めてきて一ケの完成品に  
仕上げる方法，所謂，分業に基づく協業方法が普通に行われるようになった。  
刀剣鍛冶の場合  
（1）剣身鍛冶Schwertschmied  
（2）焼き入れ師Harter  
（3）研ぎ師Schleifer  
（4）十字及び柄頭師Kreuz＆Knauf Schmied  
ツカ （5）柄師Gefassarbeiter  
（6）鞘師Schwertfeger  
（7）仕上げ師Reider  
の諸専門職に分割・分業が行われ，下図のような経過を経て刀剣の生産・販売  
が行われていた。  
（1）→（2）→（3）→  剣身完成  
→［垂］  刀剣完成   
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ところが後になると（7）のReiderという言葉ほ，その内容が「仕上げ師」から脱  
して「刀剣商人を示すように変L：，代って（6）のSchwertfegeTが「仕上げ師」  
一般を意味するように変っていったと中沢氏は考察する。そしてそれほ，（4），  
（5），（6）の付属品製作者の中で鞘師Schwertfegerが一番有力な製作者であっ  
たので，Schwertfegerの語が，これら付属品を作くる人々の踏まとめ役の  
「仕上げ師」になったのではないかと推測されているのである。   
さてこの図の状態は正に氏の考察そのままを示していると私は見るので，  
Schwertfegerを刀剣鍛冶ではなく刀剣仕上げ師としたのである。   
69v．庭師   
庭師のHans Drechselほ1596年9月13日入所。72歳であった。1604年4月  
15日死去。館にほ7年8ヶ月と5日在所した。474番目の兄弟である。   
彼が白いリボンに山鳥の長い羽根をさした粗いフェルト帽を被っていること  
を除けば，66v図と同一である。   
7q．フステイアン織エ   
フステイアン職工のJacobSchmidはニュルンベルク市民である。1600年  
8月20日入所，70歳であった。1604年8月25日死去。在所期間は4年間に1日  
不足であった。475番目の兄弟。   
43．48．56図と同様の図である。飛び橡の中に入れる糸巻きのボビンが床に  
ころがっている。  
了OY．皮なめし工  Fig．54   
皮なめし工GeorgFlaischmanほニュルソベルク市民である。1602年4月  
26日入所。50歳の時である。1605年6月21日死去。3年1ヶ月と21日の在所で  
あった。476番目の兄弟。   
仕事部屋の壁に沿ってなめし液を入れる大桶が置いてあり，これと並んでク  
ンニソ処理のなめし剤に使用した樹皮のカスを植木鉢形に圧縮したものが乾燥  
の為めに重ねてある。この樹皮カスは緩で燃料に使用する。壁のフックにはな  
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Fig．54 皮なめし工  
（Amb．317b．20，BdIト1，70v）  
めし終えた革がしなやかに下っている。入口の上部の壁には毛剃り刀と手かぎ  
を交差させた図が措かれ，その上にGFMの文字が添えてあるが，この文字  
は自分の姓名Georg刑aisch］Ⅶallではないかと思う。その下には立派な牛  
の角が飾ってある。要するにこれらは彼の看板で本来は戸外に向けて示されて  
いるべきものであろう。  
皮なめしには大量の水を必要とするので，仕事部屋の立地条件は川の傍とい  
うことが肝要である。戸外を見ると傍に川が流れている，そして川の中央が皮  
のすすぎ洗いが出来るようにほLごで枠のような木枠がほめこんである。亦川   
岸には生皮を運ぷ一輪の手押辛が置かれてる。   
彼の職業名は“Rotgerber”であるが日本語でほ「皮なめしエ」と言う以外  
にないが，これは次のようなものなのである。   
庚なめし作業の要ノ和も 先づ表皮層，真皮層から成っている皮の真皮層のみ  
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を取り出し，次いで真皮層を構成している硬蛋白質の細長いコラーゲンの織維  
組織を腐敗しない，熱水にも溶けることのない安定した蛋白質に変質させるこ  
とである。コラーゲンを安定させる薬品がなめし剤で，なめし剤としてミヨウ  
／（ンを用いて白色になめす白処理法（Weissgeber）と，タンニン溶液で赤得  
色になめす赤鬼理法（Rotgeber）の2通りの方法がある。このどちらを専門  
的に行う職人かによってWeissgeber白なめし職，Rotgeber赤なめし職に  
分かれるのである。（RotgeberについてほBd．Ⅰ，34．，商学305号，P．161；  
WeissgeberについてはBd．Ⅰ，92．，商学309号，p．286を参照）   
71v．陶工  Fig．55   
陶工＊のHans Presserは1594年10月9日に入所したニュルンベルク市民  
である。60歳の時である。1605年6月28日死去。館には10年8ヶ月と19日の在  
所であった。477番目の兄弟。   
製陶は既に1314年からニュルソベルク市にあった古い手工業であるにも拘ら  
ず，兄弟館の中には陶工職人は稀れにしか出てこない。彼Hansほ，たたき  
土間の仕事部屋，壁に沿って据えてあるベンチに腰を下ろし，下着のシャツの  
両袖をたくし上状 蹴りロタロでかめの胴部分を成形している。両足とも靴を  
脱ぎすてて，左足でロクロを蹴り出している。ベンチの上にほスープ皿のよう  
な浅い皿を作る時の石膏製の塑皿が3枚ほど置いてある。亦模様づけに用いる  
のであろうか鉄製のひっかきナイフもある。入口に沿った壁の棚やベンチにほ  
出来上った各種の壷や水差し，蓋付容器が並べてあり，亦作業中の彼を見下す  
位置に重厚な額縁が掛かってる。部屋の中央の木台にほ精選してこね上げた粘  
土の山があり，この粘土をかき取る角製の嫌が木台の緑に下がっている。桶の  
中で冷されてる錫製水差しが見られるがこれほ職人ののどをうるおす飲み物な  
のであろう。   
土間には中央が円形に窪んだ2枚の緑色正方形のタイルが置いてある。これ  
は14世紀から使用され始めたドイツ語文化圏に特有のタイル製暖炉（Kachelo－  
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Fig．55 陶工  
（Amb．317b，20，BdII－1，71v）  
fen）用のタイルである。   
＊ 陶工ほ普通テップふアである（T6pfer）が，南ドイツ，オーストリア，スイスで  
はハーフナー（Hafner）と呼ぷ事が多い。メンデル家事写本でほ勿論，彼Hans  
をハーフナーと記している。  
15，16世紀のドイツ陶器は殆んどが，焼成温度10000C以下のハーフナー 陶器で  
あった。これほ水を透し易かったので，この欠点を補う工夫が種々行われた。やっ  
と1500年頃から内側にも和英を施すようになり，目的を達した。この陶器の重要な  
用途はタイル張り暖炉（Kachelofen）であった。  
ノ、－フナー 陶器に対して液体容器として作られた貴重な陶器は妬器である。これ  
は12000C以上の高温で焼かれており，しっかり焼き締められていたので水を蓼透  
させなかった。しかし高温焼成に適した陶土は15世紀にはラインラント地方にしか  
慶しなかったので，妬器はこの地方でのみ作られていたのである。  
了1v．爆発銃着火磯作り  Fig．56  
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スイ   
爆発銃着火機作りのNiclas Haintzはニュルソベルク市民である。1599年  
9月3日，72歳の時入所。1605年10月7日，老いぼれて惚けが激しくなったの  
で病院に移された。そして2ヶ月半と3日後の1605年12月26日死去した。館に  
ほ6年1ヶ月と6日の在所である。478番目の兄弟。  
本稿の56v．に見られた火縄引金着火銃iも 雨に遭うと火縄が直ぐ消えて使  
用不能となること，及び夜間火縄の光が敵に味方の行動を知らせてしまうなど  
の欠点があった。この点を改良した発明が歯輪着火装置銃（1515年，ニュルソ  
ベルクの発明）と火打石着火装置銃（16世紀中頃の発明）であった。歯輪式の  
ものは磯構が複雑で従って高価であること，発射速度の遅いこと，更には歯輪  
がよごれやすく，その為め数回の射撃で着火不能となるなどにより，ドイツ以  
外の地では殆んど使用されなかった。   
火打石式のものほ，引金を引くと火打石のついた撃鉄が火皿に打ち当り，火  
Fig．56 爆発銃着火機作り  
（Amb．317b．20，Ⅰト1，71Y）  
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A：引金，B：歯止め，C：カム．工）：バネ，E：健石付打金，F：鋼片（発火器），  
G：火凪覆い，H：火皿，1：銃床，J：撃鉄銘板  
Cの回転とEは同軸で回転し，火打石がFを打ち，発火する。  
火花がnに落ち頚火する。  
Fig．57 燵式攣鉄機構   
花を発生し着火する機構のものである。この式の銃も火瓶式のものより高価で  
あること，火縄式を使い馴れた人間の保守的性質から，その導入ほ容易ではな  
かった。しかし機構が比較的簡単で丈夫であり激しい使用に耐え得ること，発  
射速度が早いことによって次第に普及し，19世紀の初捌こ雷管が導入されるま  
で標準的携帯火許として使用された。   
大きく開かれた窓に画した作業台に向って，立万力にくわえた着火装置の銘  
板（Schlossplatte）にヤスリをあてている。台上にほ撃鉄（Hahn〕，弓形に  
曲げられている軌 引金などの着火装置の各種部品や組立て中の装置が置かれ  
ている。周壁の桟にほ組み上った装置，完成した銃及び部品が見られる。背後  
の鍛冶炉には錠板が差し込んであり，炉壁にはヤットコ，ヤットコ挟み金具，  
ハンマーが掛かってる。亦送風用畢フィゴのリンク榛構とフィゴの造りがよく  
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分るように描かれている。   
72．ドリル鍛冶   
ドリル（錐）つくりのAdam Durrはニュルソベルク市民である。1603年  
7月16日，72歳で入所。1606年5月30日死去。館には2年10ヶ月と16日間の在  
所であった。479番目の兄弟。   
彼ほ炉から引き出したばかりの真赤になっているラセン錐の素材を鍛えてい  
る。困りにほ鍛え終った釘穴用の錐先が何本も散らばってるのが見える。彼の  
足許にほ大鏡の鋸身が横たえてあるが，彼ほドリルだけでなく鋸も鍛えるのだ  
ろうか。メンデル家本でほドリル鍛冶（Neberschmied）と記しているが，図．  
から見ると大工用工具一般を鍛える鍛冶監のように思える。  
72v．農夫  Fig．58   
Beimbachからやって釆た農夫のHans HertzogほTucher殿の所の代  
願人として雇われていたが，Eltern厳からのロ添で1605年11月25日当館に入  
所してきたのである。70歳の時である。1606年6月15日死去。当館にほ29週間  
しか在籍しなかった。480番目の兄弟。   
木柵で囲ってある畑，その外側ほ風よけのように革が高く生い茂っている。  
彼ほフォーク（干し草用熊手）を手にして立っている。そしてその服装は黒い  
フェルト帽，カブチン頭巾，長袖のぴっちりした上着（腰から太ももまではス  
カートのようになっている），非常に短かいパンツ（ツァラブッレ），パンツが  
余り短かいので殆んど裸身のように見える脚部，注目すべきは男性を強調する  
前袋（ブラゲッタ，Braghetta）＊を着装している。そしてステイヴァッロ  
（stivallo）と呼ばれているふらくほぎまでの長靴を履いてる。   
彼の足許にほ鉄の鍬先，つる切り用小鎌，草苅り用大鎌，つるほしの鉄製頭  
部が散らばっている。背後にほ車輪つき重量黎を馬に牽かせて畑を耕している  
彼の姿が異時同図で描いてある。  
＊ プラグッタは15世紀末にひろまり始めてきた男性股間部につける袋状の覆いであ  
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Fig．58 農夫  
（Amb．317b．20，BdIト1，72Y）  
る。軍装の股の部分を補強した鎖かたびらの内股部分のつくりに起源があるといわ   
れているもので，鉄板鎧には欠くことの出来ないものであった。16世紀に入ると，  
クク■マ  この袋状の覆いに詰め物をし，きわどいぼどの突起物に盛り上げ男性の蓬しさを強   
調するようになった。数十年の聞流行し使われ続けたが，破廉恥きぁまりないと言   
う非難を浴び，16世紀末にほ次第に姿を消していった。この頃の王侯貴族の肖像画  
やブリューゲルの画いてる蔑民の姿を参照されたい。  
73．大工  
大工のHansStengerは1601年5月1日入所。70歳の時である。1607年4  
月14日死去。在所期間は7年間に16日不足であった。481番目の兄弟。  
平らに仕上げられた厚掛こ物指を当てて線引している。足許には手斧，大斧，  
すぢかい金具，回転糸巻きにまいた墨縄，墨壷，調整装置付枠鋸が散らばって  
いる。  
Fig．59  了3v．庭師   
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庭師親方のHans Knochleinは1597年8月23日，60歳の時入所。おだやか  
な人物で，造園設計が出来る有能な庭師であった。1607年5月1日死去。9年  
9ヶ月と7日の在所である。482番目の兄弟。   
彼は今，鉄の鍬先をつけた木製踏み鰍で高台にある耕地を掘り起こしてい  
る。この耕地の下方に美しい，きちんと幾何学模様に造られた遊歩式庭園が見  
える。この庭園ほバロックの新形式に従って彼が設計し造園したものである。  
ツゲの木で縁どりし，二・三木の立木を植えただけの，簡潔でこじんまりと  
した平坦な芝生が幾何学的にきちんと配置されている。その間を砂利や砂をま  
いた美白い小道が導かれていて，紳士や淑女が静かに遣造を楽しむことが出来  
るように設計造園されている。このような遊歩庭園ほ17世紀初当の流行であっ  
た。そしてその造園の結構さによって持ち主の教養の度合が量られた。   
一部地域では更に庭園を念入に垣で囲むことも行われた。この囲では頑丈な  
Fig．59 庭師  
（Amb．317b．20，BdIト1，73v）  
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木柵の外側に労定してない生け垣を囲い，外から見通せないようにしている。   
7ヰ．給仕長  Fig．60  
メンデル館には，常に専属の家政管理人である給仕長が採用されていたことが，  
館の年代記に記されている。そして退任後，兄弟として館に迎えられていた。  
〔手写本中最初の登場者ほ1443年の老Ottだった（Bd．Ⅰ，65．商学309号，p．  
252参照）。〕  
Hans Rofmanほ1577年7月1日，12人兄弟館の給仕長として来任した。そ  
して1607年の聖燭祭の日，老令・病弱の故をもって辞めるまで，実に27年と7  
ケ月間の永きにわたって給仕長の職務を掌ったのである。   
辞任後直ちに当館の兄弟として迎えられ，1607年6月29日に死去した。在所  
期間は2年4ヶ月と27日であった。483番目の兄弟。   
彼は地下食料庫に横たえてあるワイン樽の1つを，錐で穴をあけ大きな蓋付  
Fig．60 給仕長  
（Amb．317b．20，BdIト1，74）  
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錫容器に注いでいる。樽の下にはしづく受けの浅いたらいが置いてある。傍に  
錐と木栓がころがっている。壁の窪みにほコップが見えるが，このコップは，  
「彼は大変な清春みで，ワインが大好であった」という書記の記録の通り，ち  
ょいちょいひそかをこ賞味する際に使用したものと思われる。しかし庫内での事  
柄ほすべて彼の掌中の事なので・‥・・・   
壁の桟にはブタの首部と半身が下げてある。亦天井からは鋳りで枠組の棚が  
吊られ，内部には大きなパン塊が収めらヌ1，天板にほカゴに入れた鳥が3羽見  
られる。鼠害を防ぐ一手段である。入口階段の左右にほ蓋がしてある貯蔵用樽，  
そして龍一杯の小型のパン，きちっと蓋をしてある桶，が置かれている。この  
将には恐らく保存食のザゥアークラウト（発酵させた塩漬けキャベツ）か或い  
はニシンの塩漬けが入っているのであろう。メンデル館の豊かさを充分に感じ  
させる庫内の有様である。   
了4v．水筒作り   
水筒作りのEberhart Deurnerほ1605年11月22日入所。66歳であった。  
1608年3月5日死去。館にほ2年3ヶ月と12日間の在籍である。484番目の兄  
弟。   
Bd．ⅠⅠ，2v．（商学333号，p．251）図と同様の図である。   
75． ビール作り   
ど－ル醸造親方の Heinrich Kautschは1607年7月29日，82歳の時入所し  
たが，1607年11月24日にほ自発的に退所した。485番目の兄弟。   
彼ほ右手に醸造用長柄のひしゃくを持ち，左手にほ撞木杖（T字形の杖）を  
ついている。彼も亦長年に亘るモルト仕込みの作業ですっかり足を冷してしま  
いリュウマチを患ったのであろう。リュウマチはこの職に携わる人達の職業病  
と言える。苦痛の為めけわい、顔付をしている。   
了6．左官屋   
左官屋の Hanns Puhlerは陽気な信心深いニュルンベルク市民であった。  
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1607年12月12日入所。100歳の時である。そして1608年4月9日死去。在所期  
間は4ヶ月に1日足らなかった。486番目の兄弟である。   
建築中の右横2階建の家がある。屋板の木組も出来上り，これから木組の壁  
面に壁土を塗り込める作業に入るところである。職人がこの家の前の路上で，  
わら束を小脇にかかえ少しづつ泥中に混ぜながら，はだしでふみつけこねて壁  
土を追っている。   
長いマントに身を包んだ彼ほ少し離れた場所で，職人に何か指示を与えてい  
る。  
了6v．大工   
大工のKonradEgerer，通称Zawert Kunzは1597年5月18日入所。68歳  
であった。1608年7月17日死去。館には11年と何日聞か在所した。487番目の  
兄弟である。   
四片の木片を枕にして今切妻の桁部分を組み上げているところである。釘穴  
が大きな手まわし錐でうがたれている。  
7丁．皮なめし工  Fig．61   
皮なめしのHansRichterほ1603年11月20日，74歳の時入所。1609年5月  
21日死去。館にほ5年6ヶ月と7日の在所であった。488番目の兄弟である。   
彼の仕事部屋を見ると，種々な色の染畢で美しく装丁した本を収めた戸棚が，  
壁にはめこまれている。いづれも大変な読書家の彼の持ち物である。   
皮なめしの作業は本稿の70v．にて触れたように，真皮層を取り出す前処理  
と，この真皮層をなめす処理の2段階に分けられる。   
今，彼が膝までの長靴をほき腕まくりして熱心に行っている作業は，（1）水漬，  
（2）整除，〈3）石灰潰，（4）脱毛，（5）脱灰の緒作業から成る前処理作業の一工程，（4）  
の毛剃り作業である。   
乾燥或いは塩漬にされて送られてきた獣皮ほ水槽に浸され，混入していた汚  
物や塩が洗涯される。同時に皮の不用な可溶性タンパク質も溶け出て流されて  
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Fig．61皮なめし工  
（Amb．317b．20，BdIト2，77）  
しまう。水を含んで生皮のように柔かくなった原皮の脚や頭，尾などの不用部  
分が切り取られ，次の作業がやりやすい形Fこ整えられる。  
整除された原皮は消石灰乳液を満たした桶に浸潰される。図の壁傍の大桶が  
そうである。毛根は弛緩され脱毛し易くなる。同時に表皮層が分解され，亦皮  
に含まれている脂肪分ほ鹸化し，取り除きやすくされる。この際脱毛を一層促  
進する為めに硫化ソーダが加えられたりする。充分に石灰濃を行った後で毛剃  
りが行われる。真皮層を傷つけないよう刃の無い毛剃り刀が使用されるのであ   
る。   
脱毛された皮は，今度ほ石灰潰でしみこんだ石灰分を中和させる脱灰と，ま  
だ残っているコラーゲン以外の不用で有害な蛋白質を分解・除去する酵解の為  
め，脱灰剤と酵素の混合液に浸す。この当時ほ脱灰剤と酵素の混合液として，  
鳥獣の糞尿が使用され，職人が桶に入って充分浸透するように踏みつけた。  
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（現在ほ塩化アン㌧モニウム，硫酸アンモニウムを脱灰剤とし ジアスターゼ，  
ペプシンを酵素剤としている）。最後に水すすぎを行って前処理の段階ほ完了  
となる。   
次になめしの段階であるが，なめしの方法ほなめし剤によって（1）油なめし，  
（2）ミヨウバンなめし（自なめし），（3）タンニンなめし（赤なめし）がある。現在  
でほクロムなめし，フォルマリンなめしなどがこれに加わる。  
油なめしほ既に20万年前掛こ知られていたという最も古い方法で，今も続い  
て軌、られている。ミヨウバンなめしほタンニンなめしと同時にエジプトの時  
代に入って始まった方法である。しかし現在では殆んど使用されていない。短  
時間に処理出来る法であるが，革が堅くなり，しなやかさに欠けるので油なめ  
しと併用しなけれは満足出釆る草を得ることが難かしかった。その点，タンニ  
ンなめしほ作用がゆっくりと進行するので処理に長時間を要するという点を険  
酌ま，どんな薄い，ごわごわした皮でもしなやかで美しい草に仕上げる優れた  
方法である。なめし剤としては入手し易いオーク樹皮が主であった。オーク樹  
皮の粉末に水を加え，その浸出タンニン液を用いた。前処理を了えた生皮はタ  
ンニソ液の大桶の中で静かにゆっくりとなめし反応を起し，3次元的な交絡構  
造をしているコラーゲソ繊維束がなめし剤の作用で互いに結合し合い，安定な  
物質となり，次第に柔軟さな加えてしんなりした単になってゆく。この作用を  
促進し確実に進行させる為め，職人がほだし或いは長靴をほいて，桶に入り両  
足で強く踏みつ軋 揉む作業が行われた。〔Bd．Ⅰ，34．（商学305号，p．161，  
Fig．39）参照〕。タンニン剤としてほ他にオークよりタンニソ含有量の多い没  
食子やザクロの皮などがある。亦15世紀，束地中海を経て移入されて釆た「草  
屋の植物」とアダ名されている“シューマック” （うるし科植物）も使用され  
た。   
上質のきめ細かいロシア草を造るにほオーク樹皮に代って柳の樹皮が用いら  
れ，更にスポンジに含ませた白樺樹皮から採取したきつい香りの油が塗りこめ  
209   
早稲柑商学第335号   
やα曾諏（Ⅳr．  
210  
Fig．62「皮なめし」（Jost Ammann画）  
られたという。   
皮なめし職人は室内とほ言え，屡々素裸で冷たい溶液や水に入って作業をし  
なければならなかったし，亦ヨースト・アマンの図に見られるように，川の流  
れの中，膝まで浸って仕事をしなけれはならなかった。   
皮なめし，製革ほ重要な産業であるにも拘らず，このように非常に厳しい作  
業に加えて不潔な作業を伴うことが多かったので，蔑視されることが多かっ  
た。   
7了Ⅴ．漁師  Fig・63   
漁師であり亦ブト酒酒場の亭主でもあるMatthesRotgebほ70歳の1606  
年6月18日入所してきた。彼の入所ほ市役所からの命によるものだった。しか  
しどうしても団体生活に馴染めず，1609年7月3日，自分から望んで退所する  
ことになった。館にほ3年と15日の在所であった。489番目の兄弟である。  
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Fig．63 漁師  
（Amb．317b．20，BdIト2，77Y）  
立沢な装飾が施されている皮韓の大型ナイフを下げた彼Matthesは，水量  
豊かな川のほとりに立ち，長柄の手綱を操り，魚をすくい取ってほ傍の浅い桶  
に移している。向う岸では別の漁師が竿でくり舟を押し出し，川上の漁場に移  
動しつつある。舟中の桶にほ獲物が入っているようだ。   
岸辺の石造の建物ほ彼の酒場らしい。その壁面には大きなエビとマスの絵が  
描いてある。川魚料理ありますの看板であろうか，或いは酒場の名札川魚亭？  
という表示だろうか。  
丁8．大工兼井戸替人   
大工であり井戸替でもあるMichaelSchmidは1601年9月4日入所。72歳  
の時である。1609年8月30日死去。在所期間ほあと5日で8年になるところで  
あった。490番目の兄弟。   
石畳の広場の中央に井戸がある。この井戸の両側にほ石柱が立ち，この柱に  
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支えられた赤い小さな星根付の梁が見える。梁の中央に滑車が吊るされていて  
太い綱が通してある。綱の先にほ鉄の鋳りが結ばれていて，鉄の枠がはめられ  
てる汲み桶が下げてある。木製の厳丈そうな井戸枠の傍で彼ほMichael井戸  
香の準備に迫れている。足許にほロープ，つるほしのような鉄製ハンマーが横  
たえてある。   
祁Y．靴屋   
靴星の MichelLibenbergerほ1609年11月27日，64歳の時入所してきた。  
衰弱甚だしく1610年1月25日死去Lた。館にほ僅か8週間と3日の在所であっ  
た。491番目の兄弟。   
仕事台の上で大きな黒革をひろげ型紙を当てて裁断している。壁には沢山の  
木型が揃えてかけてある。完成した靴が柵に載っている。床にほ革を浸して柔  
軟にする小さいタライ桶，赤茶色の材料草，錫製ジョッキが見える。  
79．締め紐作り   
締め紐作りのFriedrich Mtillnerは1608年5月14日，68歳の時入所した。  
その後回復不能の長患いにかかり，常時介味えが必要になったので聖ペテロ教  
会の小病室に移した。1610年3月3日である。館にほ通算1年9ヶ月と13日間  
の在所であった。492番目の兄弟。   
彼ほ小さいハンマーで締め紐の両端に金具をつけている。その足許の両手つ  
き浅籠には細長く裁断Lた革締め紐の素材が入ってる。彼のうしろの柳の皮  
製編み籠ほ梓にかけてある色染めの材料草を踏みつけて揉む為のものである  
（Bd，ⅠⅠ，39v．，Fig．36，商学333号，p．305，304参照）。  
79v．仕立星  Fig．64   
仕立屋のHanns HeiT11aは，亦ニュルソベルク市参事会員の／、－ラースタ   
イン市のMartin Haller（1549年～1617年）の代帝人でもあった。1609年8月  
30日，65歳の時入所。1610年9月27日死去。館にほ1年1ヶ月在所した。493  
番目の兄弟。  
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Fig．64 仕立屁  
（Amb・317b・20，BdII－2，79v）  
プッチエソガラスの入った窓のある板張りの仕事部屋ほ大変に明るい。キャ  
ロットをぴったり被った彼ほ大きなテーブルに赤い布地をひろげ，ラシャ鋏で  
裁断している。足許にほ鉄製アイロこ／が置かれてる。メンデル家本の中で鉄製  
アイロンが出てきたのはこの図が初めてである。天井から吊り下げてある梓に  
は出来上ったスカート，チョッキ，上着が掛けてあり，その真下，部屋の隅に，  
明るい窓に面して，ベンチを台にして厚板を載せて一段と高くした場所が設け  
られている。ここで徒弟が箱型の椅子に腰を下ろして縫っている。徒弟の前に  
は円形のテーブルが置かれ テーブルにほ鋏，針坊主，糸玉が入ってる。  
80．織布仕上げ工   
織布仕上げ工のMatthes H6nishは1601年1月17日入所。彼ほ亦館の職人  
全部の代商人を務め，1611年1月10日迄に，館の傷病者の半数に慰めと導きを  
与えた。そして1611年2月16日，80歳で死去した。館にほ10年と1ヶ月間在所  
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した。494番目の兄弟である。  
キャロットをぴっちりと被り，ラフ飾りをつ仇 白いシャツの袖をたくし上  
げ，あざみの毛羽立て道具を両手に持ち，天井から吊した織り上ったばかりの  
布地の裏表両面を同時に毛羽立てている。彼と向い合って丸首自シャツ，腕ま  
くりの徒弟が同じ様な作業をしている。床に置かれてる長い木枠にほ毛羽立て  
道具が沢山，整然と並べて挿してある。壁には努毛用の大鋏が見える。これら  
の諸道臭から彼ほ織り上った布を毛羽立てと努毛を繰り返し，莫しい布地に仕  
上げる職人であることが分るのである。   
銅Y．理髪師兼外科医  Fig．65   
Wolf Geigenfeindtは公衆浴場の理髪外科医である。亦同業者達，並びiこ  
町医者Hanns Wahrnerの代情人でもあった。1608年3月14日，60歳の時入  
所。1612年7月8日迄，館の病身な兄弟達の大部分を慰め導く務めを果した。   
Fig，65 理髪師兼外科医  
（Amb．317b．20，BdII－2，80v）  
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そして1612年7月15日死去した。495番目の兄弟である。館には4年4ヶ月に  
2日足らない在所であった。  
（理髪外科医に関しては，Bd．Ⅰ，117．商学312号，p．121参照）   
中世時代，体の弱い人々にとって調法で有難い人物ほ，ひげを剃ったり，怪  
親や病いに必要な処置を執ってくれる大衆浴場の理髪外科医であった。   
メンデル舘には創立当初から既に浴場が中庭にあったし，18世紀には更にも  
う一棟浴場小屋が建られた。1人の大衆浴場理髪外科医が兄弟館に入所したこ  
とがきっかけになって，浴場の様子が描き残されることになったのである。   
浴室の壁にはこの兄弟のカブチン頭巾と山高帽子が掛けてある。この山高帽   
子はこの10年間に流行している新型のものである。大きな帽子のツバを弓なり  
に上に折り返していた従来の型がすたり，平になっている。   
浴客が血気盛んであるか，病弱老であるかを見定めて血を採るのは大衆浴場  
理髪外科医の仕事の一部である。大衆浴場理髪外科医の仕事をヨースト・アマ  
ンとハンスザックスの「風呂屋」の八行詩（西洋職人づく し，岩崎美術社，  
1970年3月，村田郁夫訳，p，31）ほ‾F記のように唱っている。   
金持ちも貧しい人も，さァござれ   
お風呂ほほっほとあったかい  
香ばしい択汁で洗ってくれて   
高い腰かけにすわらせ  
汗を出させてあかをとる人もいる  
余分な血は常血でとり  
全身浴で気分さわやか  
ひげまでそるのがわしの風呂じゃ  
血を採るには入浴者を座らせておいて，ヒルを張って血を吸わせたり，吸い  
玉を用いたりする。囲でほ英銀製の小さい吸盤を用いてる。ナイフで傷つけた  
傷口を，あたためておいた金属製或いほガラス製の吸い玉（吸血盤）で蔽う。  
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Fig．66「風呂屋」（Jost Ammann画）  
吸い玉ほ冷えるに従って中の気圧が‾Fり，傷口に吸い着と同時に血を吸い出  
す。適時に吸い玉の困りを押すなどして隙間をつくり外気を導入して，吸い玉  
を取り除き，図の理髪外科医が手にしている小さな舟形容器に血を執り入れ，  
更にベンチに置いてある裏盆盤にあけるのである。   
入浴者と理髪外科医の頭にほ共に男子用の冠状帽子が載っている。この冠状  
のものほ金属製である。婦人浴客の場合は髪の毛を保護する必要もないにも拘  
らず，デューラー（デ ューラー，人と作品，岩波書店。1982年2月，p．63「女  
湯」）やヨースト・アマン（前掲書）の浴場図のように小さい縁無しの平たい  
浴用帽を載せている。この帽子は針金と麦わらで編んだみごとな細工で，ティ  
pルのAmbras居城で16世紀に作り出され用いられたものである。人々はこ  
の帽子に香りの良い丁子を挿し込んだりして入浴を楽しんだ。  
13，14世紀婦人連ほ，市の検疫所，衛生役所の指示に応じて4人達れである  
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ときにのみ入浴出来たのである。浴場に関する規制ほ仲々に厳しいものだっ  
た。肉屋の襲或いは通りに面した浴場の扉や窓が肉屋と向い合うような場合に  
は浴場を建てることほ禁止されていた。浴場経営者ほ浴場の汚水を城から離れ  
た下の方に溝を掘って流さなければならず，亦長い間清の管理を怠り，汚した  
時にほ，市の下水溝に浴場の水のみならず，一切の汚水が流れ込まないように  
夜中溝を凌い，汚物をすくい出さねはならなかった。大きな街も小さな街も，  
街の衛生と住民の健康にほ心を配った。   
プッチエソガラスの入った窓の浴室の壁には入浴者の喉をうるおす冷水容器  
が吊り下げてある。赤壁に窓枠状に開けられている孔の奥には石塊が積み重ね  
られてある。これは熱してあるこの石塊に，室内に汲み置いた水桶の水をかけ  
て，水蒸気を発生させる為のものである。水桶の水は亦汗がにじみ出た入浴者  
が，かぶったり，拭いたりしてさっばりした体になるのにも使用される。  
（1989．4．2）  
参考文献  
（1）KarlFischer，Registerzuden MendelschenZw61fbriiderBdchenden Stadt－   
bibliothek Ntirnberg．  
（2）MargareteWagner，Nむnberger Handwerker；Bilderund Aufzeichnungen   
aus den Zw61fbrtiderhausern，1388～1807，Guido PresslerVerlag Wiesbaden・  
（3）MargareteWagner，DasaltNtirnberg；EinblickinVierJahrhunderteHand－   
werksleben．，Guid Pressler Verlag H也rtgenwalt．  
（4）Al壬redP．Zeller，WaffendesAbendlandes・，WissenVerlagHerrshing，1980・  
（5）Ntirnberg Altstadtplan・  
（6）Niirnberg，Bollmann－BildkartenVerlagKG・Braunschweig，Germany・  
（7）Alte Bauernsagen，HerbertJtittemannVerlag G・BraunKarlsruhe■  
（8）DasSt箆ndebuch，VOnJostAmmannmitReimenvonHanSSachs，Erschienen  
inInselVerlag，1960．  
西洋職人づくし，小野恩重解題，岩崎美術社，1970。  
（9）AHistoryofTechnology・Vol・1，2，EditedbyC・Singeretc・，0Ⅹfordatthe   
Clarender Press．  
技術の歴史，平田発露汎 第3，4，5巻，筑摩書房，昭和39年。  
個 鉄の歴史，ルードゲイッヒ・ペック，中沢露人訳，たたら書房。Ⅰ，軋 Ⅲ巻0  
217   
218  早稲田商学第335号   
（1カ プランス吉村全書這うL 二∴・ツタ・プルースト，平凡社，1985。  
拍 ファッショソの歴史（上），J．A．ブラック，Parco出版局，1981。  
仕事 西洋服装史，フランソワ・ブーシニ ，文化出版局，昭和48年。  
掴 モードのイタリア史，R．L．ビセッキー，平凡社，1987。  
姻 日英仏独対照語付，服装辞典，石山彰鼠 ダブイッド社，1982。  
㈹ 現代キリスト教用語辞典，大陸館，1985。  
納 車リスト同語辞典，小林珍雄編，東京重版，昭和39年。  
姻 現代カソリック辞典，エンデルレ書店，昭和57年。  
個 服装大辞典（上）（下），月艮装文化協会，文化出版局，昭和58年。  
e¢ 理科辞典，4巻，平凡社，昭和28年。  
朗 Alpba，13巻，日本メールオーダー。  
∫訝 デ。・一一ラー，人と作品，岩波書店，1982。  
鍋 Brvegel全作品，森洋子，中央公論社，昭和63年。  
国 ビーチル・ブリューゲル全版画展カタログ，ブリジストソ美術館，東京新聞社，   
1989。  
縛 Duden・Band3，DasBildW6rterbuch・BibliographischesInstitut Mannheim／   
wien／Z色rich Duden Verlag・  
2i8   
